
古ふ
る

高た
か

鼓こ

踊お
ど
り

４
年
ぶ
り
に
奉
納

時�9月7日（土）午後1時30分～（受付：午後1時～）　所�市立図書館 多目的室
内�・�庄屋 田中幸右衛門翁の川づくり　・�金森長近公ものがたり
　・�道西坊ものがたり　・�蓮如上人の守山ものがたり
￥�無料　他�申込不要　問�守山の歴史を考える会　岡本　☎（585）2389
※�本事業は「令和元年度市民提案型まちづくり支援事業」の採択を受けています。

市民協働課からお知らせ

「守山昔ばなし」公開朗読会

問�文化財保護課　☎（582）1156　5（582）9441　 �bunkazai@city.moriyama.lg.jp

　

古
高
町
に
伝
承
さ
れ
る
雨
乞
い
踊
り

「
古
高
鼓
踊
」（
県
選
択
無
形
文
化
財
）を

古
高
鼓
踊
り
保
存
会
の
皆
さ
ま
が
奉
納

し
ま
す
。４
年
に
１
度
の
機
会
な
の
で
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時�
８
月
２４
日（
土
）午
後
３
時
５０
分
～

所�

大
将
軍
神
社（
古
高
町
）

◆古高鼓踊とは…古高鼓踊は19の踊りで構成されており、踊子がナカ
オドリ（内側）とソトオドリ（外側）の二重の輪になって踊ります。輪の

中心には８人の音頭取り
が位置し、ナカオドリ（内
側）とソトオドリ（外側）
の間には、「太鼓打ち」と

「ごんべ団扇」の各４人が
２人ずつ東西に分かれま
す。子役である太鼓打ち
は、自分の胸に吊るした
太鼓を打ちながら踊って
主役を務めます。

　
日
本
遺
産「
琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺
景
観

―
祈
り
と
暮
ら
し
の
水
遺
産
」と
し
て
追
加

認
定
さ
れ
た
市
内
の
文
化
財
を
紹
介
し
ま

す
。今
回
は
慈じ

眼げ
ん

寺じ

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

時�

９
月
２２
日（
日
）午
後
１
時
３０
分
～
３
時

所�

市
立
図
書
館 

集
会
室
１
・２

定�

先
着
３０
人　
￥�

無
料

申�

電
話（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）、

フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
で
上
記
へ
申
し
込
み
。

フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル
の
場
合
は
、氏
名
、住

所
、連
絡
先
を
明
記
の
こ
と
。

第
１
回
も
り
や
ま

日
本
遺
産
講
座

時�

９
月
８
日（
日
）午
後
１
時
～
４
時
５０
分

所�

市
民
ホ
ー
ル 

小
ホ
ー
ル

内�・
基
調
報
告

　

�『�

伊
勢
遺
跡
の
方
形
区
画
と
大
型
建
物

～
伊
勢
遺
跡
で
は
何
が
行
わ
れ
て
い

た
の
か
～
』

　
講�

伴ば
ん

野の 

幸こ
う

一い
ち

さ
ん（
市
文
化
財
保
護
課
）

・
講
演

　
『�

弥
生
時
代
・
古
墳
時
代
の
祭
祀
と
王
権

～
伊
勢
遺
跡
を
め
ぐ
っ
て
～
』

　
講�

禰ね

宜ぎ

田た 

佳よ
し

男お

さ
ん（
大
阪
府
立
弥
生

文
化
博
物
館
館
長
）

・
講
演

　
『�

大
和
王
権
と
そ
の
祭
祀
～
大
和
の
方

形
区
画
と
大
型
建
物
～
』

　
講�

青あ
お

柳や
ぎ 

泰た
い

介す
け

さ
ん（
奈
良
県
立
橿
原
考

古
学
研
究
所
付
属
博
物
館
学
芸
課
）

歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ　
整
備
・
活
用
を
め
ぐ
っ
て

司
会　

�

大お
お

橋は
し 

信の
ぶ

弥や

さ
ん（
元
滋
賀
県
立
安

土
城
考
古
博
物
館
学
芸
課
）

パ
ネ
ラ
ー　

�

禰
宜
田 

佳
男
さ
ん
、青
柳 

泰

介
さ
ん
、伴
野 

幸一さ
ん

定�

先
着
３
０
０
人　
￥�

無
料

申�
８
月
19
日（
月
）か
ら
電
話
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
上
記
へ
申
し
込
み
。

歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
倭
国
の
形
成
と
伊
勢
遺
跡
」

市指定文化財
木造薬師如来坐像（慈眼寺蔵）伊勢遺跡想像図（中井純子画）

歴史って楽しい
観

み

る
識

し

る
学
ま な

ぶ
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時日時 所場所 内内容 講講師 対対象 定定員 ￥費用 持持ち物 申申込方法 他その他 問問い合わせ 有有線電話


